
Information

　
　
「
明
日
葉
会
」は
、
認
知
症
の
方

を
介
護
す
る
ご
家
族
や
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
人
が
集
ま
り
、
毎
月

活
動
し
て
い
ま
す
。

　　

介
護
の
仕
方
や
対
応
方
法
を
学

ん
だ
り
、介
護
の
悩
み
を
共
有
し
、

情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
介
護
者

の
支
え
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
場
所　

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　
２
階　

第
１
・
２
研
修
室（
６
月

８
日
は
３
階　

第
１
・
２
学
習
室
）

■
日
程
・
講
師
・
講
座
内
容

▼
６
月
８
日（
木
）　
高
知
大
学
精
神

科
講
師　

上
村
直
人　
「
認
知
症
と

脳
の
し
く
み
に
つ
い
て
」

▼
７
月
14
日（
金
）　
い
ず
み
の
病
院

理
事
長　

楠
木
司　
「
認
知
症
の
初

期
対
応（
医
師
の
視
点
か
ら
）」

▼
９
月
８
日（
金
）　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
三
宝
荘
介
護
主
任　

松
村

容
代　
「
施
設
で
の
認
知
症
対
応
」

▼
11
月
10
日
（
金
）　
南
国
警
察
署

生
活
安
全
課
「
認
知
症
高
齢
者
の

現
状
に
つ
い
て
」

▼
30
年
１
月
12
日
（
金
）　
南
国
病

院　
高
知
県
薬
剤
師
会
理
事　
川
添

哲
嗣　
「
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
基
礎

知
識
〜
心
の
病
気
に
つ
か
う
薬
編
」

▼
30
年
２
月
８
日（
木
）　
高
知
大
学

精
神
科
講
師　

上
村
直
人　
「
認
知

症
の
診
療
体
験
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

香
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

　　


57
ー
7
3
0
0

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

　　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　　


57
ー
8
5
1
1

　
　

学
校
で
の「
い
じ
め
」や
家
庭
内

に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど
、子
ど
も

の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
「
子
ど

も
の
人
権
110
番
」
電
話
相
談
の
強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

は
相
談
時
間
を
延
長
し
、土
・
日
曜

日
も
電
話
相
談
を
受
け
ま
す
。ま

た
、児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
相
談
で
き
る
よ
う
、フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
学

校
や
家
庭
、友
達
関
係
の
悩
み
ご
と

な
ど
、何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　
６
月
26
日
（
月
）
〜

７
月
２
日（
日
）、８
時
30
分
〜
19
時

※
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時

■
開
設
場
所

　　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

※
土
・
日
曜
日
は
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部

■
電
話
番
号（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　　


0
1
2
0
ー
0
0
7
ー
1
1
0

■
相
談
内
容

　　
い
じ
め
、体
罰
、児
童
虐
待
等
の

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

■
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　　


0
8
8
ー
8
2
2
ー
3
5
0
3

　
　

近
年
、追
突
事
故
防
止
装
置
を

備
え
た
車
の
登
場
な
ど
、
車
の
安

全
性
は
日
ご
と
に
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、そ
の
ど
れ
も
が
交
通
事

故
の
完
全
な
回
避
を
保
証
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
「
車
を
運
転
す
る
」「
車
に
同
乗

す
る
」と
い
う
こ
と
は
、
交
通
事
故

な
ど
の
危
険
性
の
中
に
、自
分
の
身

を
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
の
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、車
に
乗
っ

た
ら
後
部
座
席
を
含
む
、
全
席
全

員
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
（
使
用
）
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
の
命
を
守
る

　　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
！

　　

衝
突
時
、抱
っ
こ
で
は
子
ど
も
を

支
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
だ
け
で
は
、
衝

突
時
に
小
さ
な
体
が
ベ
ル
ト
を
す

り
抜
け
大
変
危
険
で
す
。
子
ど
も

の
安
全
の
た
め
に
、
体
格
に
あ
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美

55
ー
0
1
1
0
）

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
、
パ
ン
屋
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
は
、
か
き
氷
の
美
味
し
い
店
を
紹
介
し
て
欲
し
い
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

P
警 察警 察

police station

※
市
内
在
住
者
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

小
さ
い
頃
か
ら
自
転
車
を
こ
げ

ば
５
分
で
海
に
行
け
た
。
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、水
着
を
着
た

ま
ま
自
転
車
に
乗
っ

て
海
に
向
か
い
そ
の

ま
ま
泳
ぎ
、
帰
り
は

濡
れ
た
ま
ま
帰
っ
て

く
る
と
い
う
の
が
私

た
ち
の
時
代
の
定
番

だ
っ
た
。

　
　

時
に
は
そ
の
目
的
地
が
川
に
変

更
す
る
こ
と
も
あ
り
、と
に
か
く
自

然
い
っ
ぱ
い
の
地
で
ぞ
ん
ぶ
ん
に
遊

ん
だ
。学
校
に
行
く
際
に
は
田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
道
を
通
り
、雄
大
な
山
々
を

見
な
が
ら
の
通
学
だ
っ
た
。
夜
に
は

そ
の
田
ん
ぼ
か

ら
カ
エ
ル
の
大

合
唱
が
聞
こ
え

て
き
た
り
し
て
、

静
か
な
の
か
に
ぎ
や
か
な
の
か
分
か

ら
な
い
田
舎
。で
も
な
ぜ
か
あ
の
カ

エ
ル
の
鳴
き
声
の
リ
ズ
ム
も
心
地
よ

か
っ
た
。

　
　

私
は
生
ま
れ
育
っ
た
香
南
市
・
高

知
を
離
れ
て
ま
も
な
く
３
年
が
経
つ
。

住
め
ば
都
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、

今
住
ん
で
い
る
地
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
で
ど
こ
に
行
く
に
も
何
を
す
る

に
も
不
便
は
な
い
し
ほ
ぼ
満
足
し

て
い
る
。

　　
だ
け
ど
、だ
け
ど
、や
っ
ぱ
り
野
菜
・

果
物
・
魚
、
食
べ
物
全
般
に
わ
た
り

香
南
市
が
圧
勝
し
て
い
る
し
、何
に

お
い
て
も
香
南
市
が
勝
っ
て
い
る
。

だ
っ
て
香
南
市
は
少
し
行
く
と
山
が

あ
り
川
が
あ

り
海
が
あ
る
。

地
域
の
方
は

気
さ
く
に
声

を
か
け
て
く
れ
る
し
、
畑
や
海
で
と

れ
た
も
の
を
お
す
そ
分
け
し
て
く
れ

た
り
。

　
　

残
念
な
が
ら
今
の
私
の
環
境
に

は
そ
ん
な
つ
な
が
り
は
半
分
も
な
い
。

よ
く
周
り
の
人
か
ら「
高
知
の
人
は

愛
県
心
が
強
い
」と
言
わ
れ
る
け
れ

ど
、だ
っ
て
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
な
ん

で
す
も
の
！
声
を
大
に
し
て（
笑
）

　
　

香
南
市
と
い
う
素
敵
な
帰
る
場

所
が
あ
る
私
は
幸
せ
者
。ま
た
再
々

帰
る
き
ね
！

あ
っ
こ
は
ん

香
南
市
を
離
れ
て
思
う
こ
と

C
相 談

counseling

相 談

子
ど
も
の
人
権
１１０
番

▼問い合わせ

　　市役所市民保険課　児童手当係

　　　　　　　　　　　　　　　　　57-8506

　児童手当は、次代の社会を担う児童の健やかな育ちを社会全体で応援す

るという趣旨のもとに、児童を養育している方を対象に支給するものです。

児童手当を受給して

いる方は、毎年６月に

「現況届」を提出し

なければなりません。

この届けは、毎年６月１日における子

どもの養育状況等を記載し、児童手当

を引き続き受ける要件があるかどうか

を確認するためのものです。

　現況届の用紙は６月初旬に提出の

必要がある方全員に郵送します。届き

ましたら６月末までに提出してくださ

い。現況届が未提出の場合は、６月分

以降の手当を支給することができま

せんので、忘れずに提出してください。

▼届出に必要なもの

　● 印鑑　● 受給者（保護者）の健康

保険証（コピー可。国保の方は不要）

※その他生活状況等により必要な書類

　がありますので問い合わせください

個別に支払通知はしませんので、

通帳で入金を確認してください。

０歳～中学生までのお子さんを

養育している方

※所得制限は２４年６月から

原則として毎年２月、６月、１０月にそれ

ぞれの前月分まで（４カ月分）が支給

されます。支給日は定期月の１０日です。

※１０日が金融機関が休日の場合はその直前の平日

　　　　　　　● 印鑑

　　　　　　　● 申請者名義の金融機関・口座番号

　　　　　　　● 申請者の健康保険証（国保以外の方）
● 申請者および配偶者の個人番号がわかるもの
 （個人番号カード、個人番号通知カードなど）

● 申請者の本人確認書類
 （運転免許証、パスポート、個人番号カードなど）

※申請者…家計の主となっている保護者

※香南市外に児童の住所がある場合は、児童の属する

　　世帯全員の住民票（続柄の入ったもの）が必要です

「児童手当」について

★２～５月分の手当は

　６／９（金）が定期支給日です。

所得制限以上の方の児童

０～３歳未満 １５,０００円／月

３歳～小学生（第１,２子）

３歳～小学生（第３子以降）

１０,０００円／月

５,０００円／月

１５,０００円／月

中学生 １０,０００円／月

※２４年６月から適用

所得制限
限度額

６２２

６６０

６９８

７３６

万円

万円

万円

万円

扶養親族
の数

０人

１人

２人

７７４

８１２

万円

万円

４人

５人

３人

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　

の
着
用（
使
用
）を
徹
底
し
よ
う
！

S
高齢者高齢者

senior citizen

　
　
　

認
知
症
高
齢
者
を

　
　
　

考
え
る
会
「
明
日
葉
会
」

　高知県農業共済組合

香美支所が５月１５日（月）

に野市町から土佐山田町

古町に移転しました。これ

に伴い、電話番号も次の

とおり変更となります。

■場所／〒７８２-００４７

香美市土佐山田町１６８９-１

（香美市農業振興センター内）

■ＴＥＬ／０８８７-５３-９０７７

■ＦＡＸ／０８８７-５３-９０８８

ＮＯＳＡＩ
事務所移転
のお知らせ

市のうごき　（Ｈ29.4.30現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,627人 

　　（男/16,226人 女/17,401人）

■世帯/14,669戸

■出生/23人　 ■死亡/36人

■転入/211人　 ■転出/177人

■対前月人口比/21人増

４月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

0件〔1件減〕

130件〔8件減〕

●注意：認定請求等をし

た日の属する月の翌月分

から支給されます。ただし、

月末の出生・転入等で請

求手続きが翌月になる場

合は、出生・転入等の翌日

から１５日以内に請求すれ

ば、出生・転入等の属する

月の翌月分から支給され

ます（公務員の方は勤務

先で申請をしてください）。

！

支給

対象

支給

時期

扶養

所得

制限

支給額

申請に

必要な

もの

児童

いる

「

なけれ

届けは 毎年

現況届の

提出について

17２０１７.６ 16 ２０１７.６


